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皆さん、こんにちは。今日は 11月 21日で
すが、あと 1ヶ月ちょっとで今年も終わりと
なります。再来週には、9名で台湾に行って
参ります。その時は前にいる 4人が全員いな
くなりますので、神明会員にお願いして会を
進めていただきたいと思います。また、そろ
そろ役員を決めなくてはいけない時期にもな
ってきました。次年度に向けて動き出す時期
なのかなと思います。今年の事業の殆どは復
活したのかなと思っていますし例会も毎月続
いています。 
補助金事業も先週終わりました。長南、長

柄、大多喜と各学校に補助金を使って本を贈
呈するということで、3町に行って参りまし
た。校長先生とかとお話をしましたが、皆さ
ん喜んでくださいました。 

●地区（回覧） 
①ロータリー米山記念奨学会より、ハイライ
トよねやま 284号 

②地区 RLI（ロータリー・リーダーシップ研 
究会）より、RLI実行委員 募集のご案内 

③大多喜ロータリークラブより、大多喜ロー
タリークラブ Xmasパーティーのご案内 
日時：12月 9日（土）17：00～  
場所：東急大多喜城ゴルフクラブ 

④2023-24 年度ロータリー財団統括委員会 
財団資金管理・寄付推進委員会より、2023
年 10月 MCRレポート 

今は本離れが多くて、朝に読み聞かせの時間
を作って、そこで役立てるというお話をいた
だきました。居村幹事が学生の時の担任の先
生が校長になっていたり、中村健太会員が学
生の時の部活の先生が教頭になっていたりし
て、いろいろな繋がりがあるんだなと思いま
した。先生たちも長生郡市の中で回っている
んだなってつくづく思いました。今年の補助
金の方は終わったんですが、来年再来年と補
助金事業をやって行くと思います。その際に
は皆さんにご協力をお願いするとは思います
ので、その時には快く引き受けていただけれ
ばと思います。年末年始も、いろいろな行事
があります。 
例会も 12月 19日が忘年例会になりますの
で、その時は皆さん奮ってご参加ください。
その時はゴルフ 5組取ってありますので、誰
か呼びたいなぁとかありましたら、お声掛け
してみてください。 
今日はロータリーの友ということで、安藤

さんにやっていただけるということです。 
よろしくお願いします。私の方は以上になり
ます。 
ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                    
 
 
 
 
 
 

                  

１１月 21日例会    

 

会長挨拶         杉江 敏矢 会長 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告         居村 龍二郎 幹事 
 

 

 

 

 

 

 

 

本日の例会プログラム 
 
令和５年１１月２８日      

 
（ロータリー財団月間） 

 
 
点    鐘  杉江 敏矢 会長 
ソ ン グ それでこそロータリー 
 
会長挨拶 杉江 敏矢 会長 

 幹事報告 居村龍二郎 幹事 
  
委員会報告 
ニコニコ 
 
外部卓話  My Rotary 登録推進委員会 

委員長 池田 勝之 様 
 
 
出席報告 担当委員会 

第 32 巻 通巻第 1378 号     第   20   号  例会通回 第 1383 回 

★クラブ会報委員長 片岡 太     ★副委員長 横堀 喜一郎 

★ ゴードンＲ.マッキナリー RI 会長 
★ RID2790  鵜沢 和広  ガバナー 
★ 第7ｸﾞﾙ ﾌー゚ 諏訪 武士  ガバナー補佐 

 

ｸﾗﾌﾞ創立   1993.1.12 
例会日 毎週火曜日/点鐘 12:30  
例会場 茂原卸団地組合会館 
事務局 TEL 0475-26-1515 
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という趣旨でロータリークラブという会合を
考えました。ロータリーとは集会を各自の事
務所持ち回りで順番に開くことから名付けら
れたものです。 
 
これがルーツだということを初めて知りま

した。そして、 
 
ロータリーとは職業倫理を重んずる実業人、
専門職業人の集まりなのです。その組織が地
球の隅々にまで拡大するにつれて、ロータリ
ーは世界に眼を開いて、幅広い奉仕活動を求
められるようになり、現在は多方面にわたっ
て多大の貢献をしています。 
 
日本のロータリー 

わが国最初のロータリークラブは、1920
（大正 9）年 10 月 20 日に創立された東京ロ
ータリークラブで、翌 1921 年 4 月 1 日に、
世界で 855 番目のクラブとして、国際ロータ
リーに加盟が承認されました。 
 その後、日本のロータリーは、第 2 次世界
大戦の波に洗われて、1940 年に国際ロータリ
ーから脱退します。戦後 1949 年 3 月になっ
て、再び復帰加盟します。 
 その後の日本におけるロータリーの拡大発
展は目覚ましいものがあります。ロータリー
財団への貢献も抜群で、今や国際ロータリー
における日本の地位は不動のものになりまし
た。現在、日本全体でのクラブ数は 2,206、
会員数 83,893人（2023年 8月末現在）とな
っています。 
茂原にも過去には三つあったと聞いておりま
す。茂原東は数年前に解散してしまったんで
すが、中央クラブが 30周年の年に僕が入会
させていただけたことで、これから何か貢献
していけたらというふうに考えております。 
 
もう一つ、“ロータリーの友”の中で、自分
が直面しているところが丁度ありましたので
紹介したいと思います。 
52ページに 
「卓話の泉」「褒める」ということ 
人は本能的に自分を褒めず、マイナスの部分
を見てしまう生き物です。そうした心の視野
を広げ、物事や人のプラス部分に光を当てる
ことが「褒める」こと。相手を褒めるために
は、まずは自分自身を認めて自分を満たしま
しょう。「褒める」達人になれば、会社の業
績向上、離職率低下、人間関係の良好化へと
つながります。 
大切なのは日頃からの関係性。日常、どれだ
け相手のいい所を見つけ伝えているか。「褒
め貯金」がどれだけあるか。ルールを破った
り、リスクを考えたり、叱る必要がある時に
「叱る」。その後、どれだけ改善したか、伝
えて褒める。 
叱りは褒めるで完結することが肝要です。 
 

●例会案内（回覧） 
特になし 

●会報受信（回覧） 
特になし 

●その他（回覧） 
・勝浦ロータリークラブ様より、創立 60 周
年記念誌 

 
 

          親睦活動委員会 

          新沢 弘樹 委員長 
  

         皆さん、こんにちは。 
        いつもニコニコ親睦委員 
        会です。12月 19日が親 
        睦忘例会となっておりま

す。昼間のゴルフは南茂原カントリークラブ
で 9時 39分スタートから 5組押さえさせてい
ただきましたので、皆さんのご参加をお願い
します。その後 6時点鐘で夜間忘年例会とな
ります。今回は順番的に「竹りん」となりま
すので出席していただきますようお願いいた
します。 

 

安藤 裕治 会員 

                   

 皆さん、お疲れ様です。今日は、“ロータ
リーの友”についてやらせていただきます。 
まず、僕ですけれどもロータリーに入会させ
ていただいて約 1年半経つんですが、まだ本
質を分かってない自分がいますので、「ロー
タリーとは」というところを語らせていただ
きます。 
6ページに掲載の、「ロータリーとは」ロー
タリーの誕生とその成長では、 

20世紀初頭のシカゴの街は、著しい社会経
済の発展の陰で、商業道徳の欠如が目につく
ようになっていました。ちょうどそのころ、
ここに事務所を構えていた青年弁護士ポー
ル・ハリスはこの風潮に堪えかね、友人 3人
と語らって、お互いに信頼のできる公正な取
引をし、仕事上の付き合いがそのまま親友関
係にまで発展するような仲間を増やしたい、 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
  

委員会報告 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

『ロータリーの友』勉強会  
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叱る時、怒鳴る人がいます。人間の脳は、怒
鳴られると防衛本能が働き、パニックに陥
り、じっくり考えたり物事を理解したりする
能力が極端に減ります。指導したい、伝えた
いことがあっても、怒鳴れば相手の頭に入ら
ない。科学的にも怒鳴る指導は良くないと証
明されています。ミスをした人には、傾聴と
共感が大切です。相手の心の扉を開いた上で
「次はこうしたらどうか」を伝え、一緒に考
える。聞き上手のポイントは、目を見る、う
なずく、相づちを打つ、繰り返す、メモを取
る、要約する、質問する。そして大事なのが
笑顔です。上司が部下を叱る時、上司の 6割
以上が数分以内に気持を切り替えるのに、叱
られた側の 20％以上は 1年以上引きずるとい
うデータがあります。マイナスな言葉は周囲
の人も不快にさせ、悪い印象を与え、人間関
係が悪化します。何げなく口にした言葉も、
積もり積もればその人の品性となります。例
えば仕事終わりに「疲れた」ではなく「頑張
った」。なるべくプラスの言葉を使うこと。
異なる意見には「そう来るか」、相手に直し
てほしい場合は「惜しい」。まずは「すご
い」「さすが」「素晴らしい」と褒め、後は
そこから考えましょう。 
 
 実は当社では二つの部署を統合しようと考
えております。統合するに当たって僕が動い
ていますが、まず言葉が伝わらない。で、つ
いに僕も切れてしまいます。“叱ると怒る”
は全く違うものだと。まだ使い分けも上手く
できていませんが、これが上手くできない
と、なかなか部下には伝わらない。 
この文章を見て自分に置き換えて、こうすべ
きかというのを少しヒントになりました。 
こういうことに気付けたことは非常に良かっ
たと思いましたので案内させていただきまし
た。まだまだ自分自身も発展途上です。 
人の上に立つって難しいなと日々実感はして
いるんですが、範を示していく必要がありま
すので、一個一個考えながら、これからも会
社の為社会のため貢献して行ければなという
ふうに考えています。 
まだまだ未熟な自分ですが、今後ともご指導
のほどよろしくお願いします。 
ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

       

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
    

  

出席報告 
例会日 会員 出席 M U 欠席 免除 出席率％ 

11/21 26 15 5 5 1 80.00 

10/24 26 14  8 3 1 88.00 

12月 行事予定 

12/05(火) 
通常例会(卸商業団地会館協同組合) 
誕生祝 3名（横堀会員・片岡会員・居村会員） 
※桃園東ロータリークラブ例会訪問 

12/12(火) 
通常例会(卸商業団地会館協同組合) 
年次総会 

12/19(火) 家族親睦忘年例会  18時点鐘「竹りん」 

12/26(火) 休会 

片岡 太 会員 

ご参加ありがとうございました。 

2023-24年度国際ロータリー第 2790地区

管理運営統括セミナー 11月 23日（木） 
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財団の使命 
ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、
健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧
困を救済することを通じて、 世界理解、親
善、平和を達成できるようにすることです 
 
 

地域社会を何よりも大切にするロータリー。 

各地域の特別なニーズに応える活動が実施さ
れています。ロータリー会員は、世界で最も
支援が必要とされる人道的ニーズは何かを考
え、長期的な変化をもたらすために、特に以
下の６つの分野に重点を置いて活動していま
す。  

● 平和と紛争予防／紛争解決 

● 疾病予防と治療  

● 水と衛生  

● 母子の健康  

● 基本的教育と識字率向上  

● 経済と地域社会の発展 

 
 

     
                              
                             
            
                  
                        

     
                              
                             
            
                  
                      

 
四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

１．真実か どうか  

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるか どうか 

      
ロータリアンの行動規範 

ロータリアンとして、私は以下のように行動す
る。 

1. 個人として、また事業において、高潔さと高
い倫理基準をもって行動する。 

2. 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とそ
の職業に対して尊重の念をもって接する。 

3. 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを
導き、特別なニーズを抱える人びとを助け、
地域社会や世界中の人びとの生活の質を高め
る。 

4. ロータリーやほかのロータリアンの評判を落
とすような言動は避ける。 

5. ロータリーの会合、行事、および活動におい
てハラスメントのない環境を維持することを
支援し、ハラスメントの疑いがあれば報告
し、ハラスメントを報告した人への報復が起
こらないよう確認する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

   

 
 
 

      

ロータリー財団月間 

ロータリー財団月間 

 (The Rotary Foundation Month)  

 1964-65 年度ＲＩ理事会と管理委員会は、 

毎年 11 月 15 日を含む１週間をロータリー 

財団週間とすることに定めた。 

 その後 1983～'84 年度に、11 月をロータリー 

財団月間と定めた。 

 財団の奨学金事業及び人道的諸事業につい 

ての知識と理解を深め、財団の推進に役立つ 

プログラムを実施する月間である。 

 ＲＩ理事会指定の 10の月間の１つ。                

 (用語便覧 2008) 

 

ロータリーの五大奉仕部門と最新のロータリーの樹 
 １．クラブ奉仕部門（Ｃｌｕｂ Ｓｅｒｖｉｃｅ） 
２．職業奉仕部門（Ｖｏｃａｔｉｏｎａｌ Ｓｅｒｖｉｃｅ） 

 ３．社会奉仕部門（Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ） 
４．国際奉仕部門（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｅｒｖｉｃｅ） 
５．青少年奉仕 （Ｙｏｕｔｈ Ｓｅｒｖｉｃｅ） 

 
 


